
づ
つ
完
済
さ
れ
た
。
明
治
十
五
年
八
月
に
有
志
共
立
東
京
病
院
が
開

か
れ
、
十
六
年
九
月
に
芝
愛
宕
町
に
同
院
が
移
転
し
た
後
で
あ
っ
た
。

「
松
山
棟
庵
先
生
伝
」
に
も
ゑ
ら
れ
る
通
り
、
成
医
会
講
習
所
が

設
立
さ
れ
た
頃
、
高
木
兼
寛
、
松
山
棟
庵
、
隈
川
宗
悦
、
戸
塚
文
海

の
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
○
○
○
円
宛
、
他
の
三
十
数
名
の
有
志
が

三
○
円
な
い
し
五
○
○
円
を
分
に
応
じ
て
醗
金
し
、
第
一
回
の
申
し

込
み
金
が
二
一
、
五
一
○
円
と
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
申
し

込
桑
金
で
あ
っ
て
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
金
が
集
っ
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
「
慈
大
百
年
史
」
に
は
十
五
年
八
月
施
療
病
院
開
設
に
当
っ

て
は
、
当
時
の
外
務
卿
井
上
馨
を
通
じ
て
、
各
国
公
使
館
筋
の
協
力

を
得
、
民
間
の
醸
金
約
四
、
○
○
○
円
で
始
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
十
六
年
五
月
に
は
宮
内
省
か
ら
恩
召
金
六
、
○
○
○
円
が
下

賜
さ
れ
た
。
十
七
年
に
は
鹿
鳴
館
で
わ
が
国
最
初
の
バ
ザ
ー
が
開
催

さ
れ
純
益
金
が
薬
代
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
。
十
八
年
十
一
月
の
ゞ
ハ
ザ

ー
は
さ
ら
に
大
が
か
り
で
、
皇
后
陛
下
の
行
啓
を
仰
ぎ
、
そ
の
益
金

一
四
、
八
六
四
円
が
こ
の
施
療
病
院
へ
寄
付
さ
れ
た
。

金
録
関
係
か
ら
み
た
だ
け
で
も
、
私
立
医
学
校
や
施
療
病
院
を
作

る
こ
と
が
、
当
時
如
何
に
困
難
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

（
横
浜
市
）

Ｅ
・
ゞ
ヘ
ル
ツ
は
一
八
八
○
年
（
明
治
唾
）
七
月
に
内
務
省
中
央
衛
生

会
か
ら
『
日
本
鉱
泉
論
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
本
に
つ
き
『
中
央
衛

生
会
第
一
次
年
報
』
に
「
委
員
ド
ク
ト
ル
、
ヘ
ル
ツ
誉
テ
相
豆
上
州
ノ

鉱
泉
ヲ
経
歴
シ
、
其
泉
質
及
改
良
法
ヲ
論
ジ
ー
害
ヲ
著
シ
、
之
ヲ
本

会
二
出
ス
。
即
チ
翻
訳
シ
テ
日
本
鉱
泉
論
卜
名
ク
」
と
あ
る
。
本
書

の
刊
行
さ
れ
る
前
月
、
一
八
八
○
年
六
月
に
言
ヘ
ル
ツ
は
温
泉
に
関
す

る
建
白
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
が
本
書
で
あ
る
旨
『
零
ヘ

ル
ツ
の
日
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
日
本
に
は
数
多
く

の
温
泉
が
あ
っ
て
療
養
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
指
導
す
る

機
関
が
な
い
。
政
府
は
舎
密
分
析
場
を
設
け
、
現
地
に
医
師
を
常
住

さ
せ
て
患
者
に
温
泉
治
療
を
指
導
さ
す
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
さ
ら

に
温
泉
地
に
至
る
道
路
の
改
修
、
療
養
患
者
の
た
め
の
必
要
施
設
に

も
言
及
し
て
い
る
。

藤
浪
剛
一
に
よ
る
と
一
八
七
九
年
（
明
治
ど
「
内
務
省
ハ
、
ヘ
ル
ツ

エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ヅ
と
温
泉
医
学

安

井

1-ナー
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二
命
ジ
テ
本
邦
各
鉱
泉
ヲ
精
シ
ク
調
査
セ
シ
メ
テ
之
ヲ
欧
州
有
名
ノ

鉱
泉
卜
比
較
シ
、
効
果
利
害
ヲ
明
記
シ
ダ
草
稿
ヲ
成
島
謙
吉
氏
ガ
翻

訳
シ
『
日
本
温
泉
誌
』
卜
命
ジ
テ
公
一
一
シ
ダ
」
と
あ
る
が
筆
者
は
ま

だ
こ
の
言
を
見
て
い
な
い
。

『
朝
野
新
聞
』
に
よ
れ
ば
ベ
ル
ッ
が
内
務
省
の
命
を
受
け
て
調
査

に
か
か
る
前
す
で
に
一
八
七
四
年
（
明
治
７
）
に
政
府
は
独
人
マ
ル
チ

ン
に
温
泉
成
分
の
化
学
分
析
を
依
頼
し
て
い
た
と
い
う
。
当
時
の
調

査
方
法
は
不
充
分
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
一
八
八
六
年
（
明
治
四
）

に
一
応
全
国
各
地
の
温
泉
に
つ
い
て
調
査
を
完
成
し
『
日
本
鉱
泉

誌
』
と
し
て
内
務
省
衛
生
局
か
ら
出
版
し
た
。

、
ヘ
ル
ツ
が
温
泉
医
学
に
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
動
機
に
つ
い
て
、

大
島
良
雄
教
授
は
ベ
ル
ッ
が
普
仏
戦
争
に
従
軍
し
た
頃
、
フ
ラ
ン
ス

は
温
泉
医
学
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
か
ら
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は

な
い
か
と
言
っ
て
い
る
。
、
ヘ
ル
ツ
は
日
本
に
来
て
ま
も
な
く
か
ら
各

地
を
旅
行
し
て
い
る
の
で
、
数
多
い
温
泉
地
を
見
て
医
学
的
関
心
を

そ
そ
ら
れ
、
研
究
に
着
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

温
泉
医
学
に
関
す
る
ベ
ル
ッ
の
論
文
を
挙
げ
る
と
一
八
八
一
年

（
明
治
皿
）
四
月
、
○
冒
涜
四
昌
胃
日
巨
日
に
《
自
胃
国
９
国
胃
冨
昌

憲
冒
旨
》
》
と
題
す
る
講
演
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
も
に
日
本
人

の
入
浴
好
き
を
述
べ
た
も
の
で
、
あ
る
外
国
人
医
師
が
日
本
政
府
に

公
共
浴
場
は
有
害
で
あ
る
か
ら
閉
鎖
す
る
よ
う
忠
告
し
た
の
に
反
対

し
、
こ
れ
を
有
害
と
認
め
ず
、
日
本
の
貧
民
階
級
か
ら
こ
の
安
価
で

健
全
な
娯
楽
を
奪
う
こ
と
は
虐
待
で
あ
る
と
し
、
ま
た
日
本
に
急
性

リ
ウ
マ
チ
が
非
常
に
少
な
い
原
因
を
入
浴
好
き
に
帰
し
て
い
る
。

一
八
八
四
年
（
明
治
Ⅳ
）
需
里
．
匡
旨
．
葛
‐
ぬ
。
言
．
に
《
己
３
９
頁
罠
‐

冒
冒
】
①
目
①
国
扁
］
’
自
己
冨
号
門
）
》
（
中
外
医
事
新
報
二
七
、
二
八
号
「
永

久
温
浴
ノ
説
」
）
を
書
い
て
い
る
。
一
般
に
長
時
間
の
入
浴
は
有
害
と

さ
れ
る
が
、
上
川
川
中
温
泉
の
例
を
挙
げ
、
日
本
人
は
盤
ｌ
娚
度
の

中
性
、
弱
塩
性
温
泉
に
一
日
に
何
回
も
入
る
。
自
分
自
身
二
時
間
以

上
湯
に
つ
か
っ
て
い
た
が
不
快
感
は
な
か
っ
た
。
新
陳
代
謝
に
つ
い

て
詳
細
な
研
究
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
リ
ウ
マ
チ
ス
、
火
傷
、
難

治
の
外
傷
、
潰
瘍
、
慢
性
湿
疹
等
の
患
者
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
こ
の

天
然
持
続
温
浴
を
実
施
す
る
よ
う
す
す
め
て
い
る
。

一
八
八
七
年
（
明
治
別
）
九
月
中
外
医
事
新
報
一
七
九
号
に
「
温
浴

中
二
於
ケ
ル
皮
膚
ノ
吸
収
」
が
載
っ
て
い
る
。
サ
リ
チ
ル
酸
は
皮
虐

か
ら
吸
収
さ
れ
る
が
、
サ
リ
チ
ル
酸
ソ
ー
ダ
、
黄
色
血
滴
塩
は
吸
収

さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

一
八
九
六
年
（
明
治
召
出
版
さ
れ
た
扉
冒
ｏ
巨
巨
．
聾
目
国
営
頃
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餌
曲
目
（
与
岳
ｏ
｝
〕
号
局
名
①
凶
①
斤
旨
弓
胃
国
豆
①
旨
旨
閂
①
島
尻
愚
ご
唇
⑦
胃
口

に
《
国
の
冨
且
旨
侭
日
舜
胃
雷
呂
葛
画
膀
の
号
匙
の
旨
・
》
を
書
い
て
い

る
（
東
京
医
事
新
誌
九
七
九
、
九
九
八
、
一
○
○
一
号
「
熱
水
浴
療
論
」
）
。

日
本
人
は
四
三
’
四
五
度
の
熱
水
浴
を
す
る
と
し
て
そ
の
生
理
作
用

を
述
べ
て
い
る
が
、
熱
浴
に
よ
る
頭
部
の
熱
感
、
圧
重
等
の
苦
痛
お

よ
び
心
衰
弱
を
予
防
す
る
た
め
の
「
か
む
り
湯
」
を
賞
揚
し
て
い

る
。
適
応
症
に
寒
冒
、
リ
ウ
マ
チ
ス
、
痛
風
、
梅
毒
、
慢
性
皮
層
炎

等
を
挙
げ
て
い
る
。

一
八
九
七
年
（
明
治
鋤
）
国
の
１
．
固
冒
．
弓
‐
の
。
言
．
に
《
《
Ｎ
目
伊
の
胃
の

ぐ
○
回
号
『
Ｆ
ｇ
３
目
．
岳
再
９
呼
冨
且
冨
冒
哩
》
を
載
せ
、
草
津
温
泉
で

の
獺
治
療
例
を
報
告
し
て
い
る
が
、
獺
に
つ
い
て
は
胃
胃
冒
呂

骨
冒
．
旨
固
の
局
昌
昌
①
段
。
旨
の
ｇ
ｇ
に
最
良
の
療
法
は
大
楓
子
油
を
内

服
し
、
局
処
に
サ
リ
チ
ル
酸
軟
膏
を
用
い
、
蛇
ｌ
妬
度
の
草
津
の
湯

に
一
日
に
四
’
五
回
入
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
り
神
経
の
肥
厚
だ
け

は
残
る
が
そ
の
他
の
症
状
は
消
失
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

な
お
同
内
科
害
に
載
る
温
泉
治
療
を
試
む
べ
き
疾
患
と
し
て
右
に

挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
糖
尿
病
、
急
性
に
よ
る
慢
性
胃
カ
タ
ル
、
円

形
胃
潰
瘍
、
神
経
性
胃
疾
患
、
常
習
便
秘
、
急
性
腹
膜
炎
、
結
核
性

腹
膜
炎
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

明
治
八
年
七
月
、
ス
ロ
イ
ス
の
後
任
と
し
て
金
沢
医
学
所
に
着
任

し
た
お
雇
蘭
医
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
が
行
っ
た
外
科
診
療
は
、
藤
本
純
吉

筆
記
に
よ
る
「
外
科
患
者
治
験
録
」
（
金
沢
市
立
図
書
館
藤
本
文
庫
）
に

よ
っ
て
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
治
験
録
（
カ
ッ
コ
内
は
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
明
記
さ
れ
た
症
例
数
）

に
は
、
膿
瘍
十
例
（
五
例
）
、
瘻
孔
六
例
（
二
例
）
、
腫
瘍
、
腫
瘤
五
例

（
四
例
）
、
外
傷
（
打
撲
、
骨
折
な
ど
）
六
例
（
四
例
）
、
関
節
炎
五
例

（
二
例
）
、
そ
の
他
（
壊
疽
、
動
脈
瘤
、
兎
唇
）
の
三
十
五
症
例
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

①
消
毒
に
は
石
炭
酸
液
二
’
四
％
、
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
を
使
用

②
麻
酔
使
用
例
（
肢
指
切
断
、
腫
瘍
・
腫
瘤
馴
除
な
ど
）
で
は

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
使
用

⑥
膿
瘍
、
瘻
孔
な
ど
の
治
療
は
切
開
排
膿
す
る
。
症
例
に
よ
り

金
沢
に
お
け
る
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の

外
科
診
療

一I－
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